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運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ  
日本株アクティブオープン 

 

愛称：ファーブル先生 

 
 

第26期（決算日：2024年６月20日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ 日本株アクティブ

オープン」は、去る６月20日に第26期の決算を行いま

した。ここに謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／国内／株式 

信託期間 無期限（1998年６月30日設定） 

運用方針 

三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザーファン
ド受益証券を主要投資対象とし、ボトムアッ
プ・アプローチを基本としたアクティブ運用
により長期的に東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）
（配当込み）の動きを上回る運用成果をめざ
します。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマ
ザーファンド受益証券を主要投
資対象とします。なお、わが国の
株式に直接投資することもでき
ます。 

マ ザ ー 
ファンド 

わが国の株式を主要投資対象と
します。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

株式（新株引受権証券および新株
予約権証券を含みます。）への実
質投資割合には制限を設けませ
ん。外貨建資産への投資は行いま
せん。 

マ ザ ー 
ファンド 

株式（新株引受権証券および新株
予約権証券を含みます。）への投
資割合には制限を設けません。外
貨建資産への投資は行いません。 

分配方針 

毎年１回決算（原則として６月20日。ただし、
６月20日が休業日の場合は翌営業日としま
す。）を行い、基準価額水準、市況動向等を勘
案して分配を行う方針です。原則として、決
算日の基準価額水準が当初元本額10,000円
（10,000口当たり）を超えている場合に、当期
の基準価額上昇分の範囲内で分配します。た
だし、分配対象収益等が少額の場合には分配
を行わないこともあります。 
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三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン

当期間の運用において主眼を置いたポイント
をご説明させていただきます。

投資環境
当期間の国内の投資環境を東証株価指数（Ｔ
ＯＰＩＸ）（配当込み）の推移で見ますと、
国内株式市況は上昇となりました。期間の初
めから2023年10月下旬にかけては、外国為
替市場で円安・米ドル高が進行し、国内企業
の業績改善期待が高まった一方で、米国で金
融引き締めが長期化するとの見方が強まった
ことなどから長期金利が上昇し、米国株が軟
調に推移したことなどを背景に一進一退で推
移しました。11月上旬から2024年３月下旬
にかけては、米国においてインフレの鎮静化
が示唆され米国株が上昇したことや、米国の
半導体関連企業の決算内容を受け、関連する
国内企業への業績拡大期待が高まったことな
どを背景に国内株式市況も上昇しました。４
月上旬から期間末にかけては、中東情勢をめ
ぐる地政学的リスクの高まりやインフレによ
る米国の金融引き締め長期化などが懸念され
た一方、国内企業決算の実績が堅調だったこ
となどから、一進一退の展開となりました。

運用のポイント
投資環境や業界動向をより注意深く分析する
ために、株式運用部内での情報共有を積極化
することで、よりボトムアップによる銘柄選
択効果の向上に努めてまいりました。
期間の初めから企業のファンダメンタルズを
分析し、業績成長などに着目し銘柄の選別投
資を行いました。デジタル化投資の継続的な
拡大や生成ＡＩ等の新技術などを背景に半導
体関連需要が増加すると判断し、関連銘柄を
期間を通して注目しておりました。基準価額
は期間の初めに比べ19.1％（分配金再投資

ベース）の上昇となり、ベンチマークである
東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）を
下回りました。

運用環境見通しおよび今後の運用方針
米国をはじめとした世界各国の景気は緩やか
な回復・拡大基調を保っており、インフレの
動向には引き続き注視は必要なものの国内外
の株式市況は概ね良好なファンダメンタルズ
に支えられていると評価しています。国内に
おいては、東証が資本コストや株価を意識し
た経営を上場企業に要請してから１年以上が
経過し、様々な企業において中期経営計画の
進捗報告や新規策定などが進む中で、収益率
やガバナンスなどの改善計画が発表され、投
資機会の一つとして捉えています。こうした
想定の下、生成ＡＩ等への活用で業績拡大期
待が一層高まる半導体関連産業、省力化や効
率化の観点で底堅い需要が期待されるデジタ
ル化関連産業などの構造的な成長産業に着目
しつつ、個別企業の競争力や構造改革等の変
化にも焦点を当て、中長期の業績成長性の観
点から企業価値の向上が期待される企業を精
査しポートフォリ
オを構築していき
ます。

ファンドマネージャーのコメント

株式運用部
ファンドマネージャー

小島　直人

三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン
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三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（ＴＯＰＩＸ） 
（配当込み） 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 
22期(2020年６月22日) 10,213 0 10.7 2,439.36 3.9 94.1 － 7,577 

23期(2021年６月21日) 11,862 1,700 32.8 2,997.62 22.9 96.4 － 7,542 
24期(2022年６月20日) 10,686 0 △ 9.9 2,939.28 △ 1.9 97.6 － 7,420 
25期(2023年６月20日) 13,368 300 27.9 3,792.37 29.0 98.3 － 9,073 
26期(2024年６月20日) 15,620 300 19.1 4,630.39 22.1 98.1 － 10,676 

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注） 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）とは、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性を有するマーケッ

ト・ベンチマークで、浮動株ベースの時価総額加重方式により算出される株価指数です。ＴＯＰＩＸの指数値及びＴＯＰＩＸに係る標
章又は商標は、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）の知的財産であり、指数の算出、指
数値の公表、利用などＴＯＰＩＸに関するすべての権利・ノウハウ及びＴＯＰＩＸに係る標章又は商標に関するすべての権利はＪＰＸ
が有します。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

（ＴＯＰＩＸ） 
（配当込み） 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 
2023年６月20日 13,368 － 3,792.37 － 98.3 － 

６月末 13,234 △ 1.0 3,805.00 0.3 97.8 － 

７月末 13,434 0.5 3,861.80 1.8 98.1 － 

８月末 13,351 △ 0.1 3,878.51 2.3 98.2 － 

９月末 13,075 △ 2.2 3,898.26 2.8 97.5 － 

10月末 12,475 △ 6.7 3,781.64 △ 0.3 97.0 － 

11月末 13,559 1.4 3,986.65 5.1 97.8 － 

12月末 13,545 1.3 3,977.63 4.9 97.8 － 

2024年１月末 14,492 8.4 4,288.36 13.1 98.1 － 

２月末 15,594 16.7 4,499.61 18.6 98.1 － 

３月末 16,149 20.8 4,699.20 23.9 97.5 － 

４月末 15,694 17.4 4,656.27 22.8 97.7 － 

５月末 16,055 20.1 4,710.15 24.2 98.5 － 

(期  末)       
2024年６月20日 15,920 19.1 4,630.39 22.1 98.1 － 

 
（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。  
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三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン

運用経過
第26期：2023年６月21日～2024年６月20日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円） （百万円）

2023/６/20
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2023/10/16 2024/２/14 2024/６/12

純資産総額：右目盛

ベンチマーク：左目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

基準価額：左目盛

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 2 6 期 首 13,368円
第 2 6 期 末 15,620円
既払分配金 300円
騰 落 率 19.1％

（分配金再投資ベース）

三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン
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三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン

基準価額の主な変動要因

基準価額は期間の初めに比べ19.1％（分配金再投資ベース）の
上昇となりました。

基準価額の動き

ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（22.1％）を3.0％
下回りました。

ベンチマークとの差異

米国でインフレの鎮静化が示唆され米国株が上昇したことや、米
国の半導体関連企業の決算内容を受け、関連する国内企業への業
績拡大期待が高まったことなどを背景に国内株式市況が上昇した
ことが、基準価額の上昇要因となりました。

上昇要因

米国で金融引き締めが長期化するとの見方が強まったことなどか
ら長期金利が上昇し、米国株が軟調に推移したことなどを背景に
国内株式市況が一時的に下落したことが、基準価額の一時的な下
落要因となりました。

下落要因

銘柄要因
上位５銘柄・・・ 東京エレクトロン、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ、日立製作所、日東

紡績、デクセリアルズ
下位５銘柄・・・ ネクセラファーマ、ベイカレント・コンサルティング、スクウェア・エニック

ス・ホールディングス、ローム、エムスリー

三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン
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三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン

第26期：2023年６月21日～2024年６月20日

投資環境について

  国内株式市況
国内株式市況は上昇しました。
期間の初めから2023年10月下旬にかけ
ては、外国為替市場で円安・米ドル高が
進行し、国内企業の業績改善期待が高
まった一方で、米国で金融引き締めが長
期化するとの見方が強まったことなどか
ら長期金利が上昇し、米国株が軟調に推
移したことなどを背景に一進一退で推移
しました。
11月上旬から2024年３月下旬にかけて
は、米国においてインフレの鎮静化が示

唆され米国株が上昇したことや、米国の
半導体関連企業の決算内容を受け、関連
する国内企業への業績拡大期待が高まっ
たことなどを背景に国内株式市況も上昇
しました。
４月の上旬から期間末にかけては、中東
情勢をめぐる地政学的リスクの高まりや
インフレによる米国の金融引き締め長期
化などが懸念された一方、国内企業決算
の実績が堅調だったことなどから、一進
一退の展開となりました。

当該投資信託のポートフォリオについて

  三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン
当ファンドは、三菱ＵＦＪ 日本株アク
ティブマザーファンド受益証券を通じて
わが国の株式に投資しております。

  三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザー
ファンド
個別銘柄の選別においては競争力の有無
や収益力向上への取り組みなどを重視し、
中長期的な成長期待が持てる企業を中心
に投資を行いました。
組入銘柄数は概ね73～79銘柄程度で推移

させました。ファンダメンタルズの変化
や新規投資候補銘柄との相対比較等を勘
案し、適宜銘柄入替を行いました。
前期間当期間末対比では、ガソリン車の
みならず自動車の電動化が進む中でも高
い競争力が期待できる「トヨタ自動車」、
「本田技研工業」など10銘柄を新規に組
み入れました。一方、株価の上昇により
企業価値が株価に概ね反映されたと判断
した「ＪＳＲ」や業績成長の鈍化を懸念
した「ベイカレント・コンサルティン
グ」など15銘柄を全株売却しました。

三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン
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三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン

当該投資信託のベンチマークとの差異について

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算して
います。

  三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン
ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（22.1％） 
を3.0％下回りました。

マザーファンド保有以外の要因
信託報酬等のコストがマイナス要因となりました。

マザーファンド保有による要因 
プラス要因
業種配分要因： 空運業をベンチマークに対してアン

ダーウェイト、保険業をベンチマーク
に対してオーバーウェイトとしていた
ことがプラスに寄与しました。

銘柄選択要因： 「デクセリアルズ」、「日東紡績」をベンチマークに対してオーバーウェイト
としていたことがプラスに寄与しました。

マイナス要因
業種配分要因： 情報・通信業をベンチマークに対してオーバーウェイト、電気・ガス業をベ

ンチマークに対してアンダーウェイトとしていたことがマイナスに影響しま
した。

銘柄選択要因： 「ネクセラファーマ」、「朝日インテック」をベンチマークに対してオーバー
ウェイトとしていたことがマイナスに影響しました。

（％）

2023/６/20 ～ 2024/６/20
0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

基準価額（ベビーファンド）と
ベンチマークの対比（騰落率）

三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン
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三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第26期
2023年６月21日～2024年６月20日

当期分配金（対基準価額比率） 300（1.884％）

当期の収益 300

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 7,790

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン

― 7 ―

03_コメント-費用-TER_10pt_1018586.indd   703_コメント-費用-TER_10pt_1018586.indd   7 2024/07/29   18:17:332024/07/29   18:17:33



10
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今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン
三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザーファ
ンド受益証券の組入比率は、運用の基本
方針にしたがい、引き続き高位を維持す
る方針です。

  三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザー
ファンド
個別銘柄の選別においては、競争力の有
無、収益力向上への取り組み等を重視し
ています。増配や自社株買い等の株主還
元への姿勢も大切な投資観点と考えます
が、それ以上に各企業がどのような成長
戦略や収益力向上への取り組みを行って
いるかが重要と考えています。引き続き、
マネジメント力、バリュエーション、中
長期的な成長や収益力改善のためにどの
ような施策に取り組んでいるのかなどを
精査し、競争力があり、中長期的な成長
期待が持てる企業を中心に銘柄選別を
行っていく方針です。

米国をはじめとした世界各国の景気は緩
やかな回復・拡大基調を保っており、イ
ンフレの動向には引き続き注視は必要な
ものの国内外の株式市況は概ね良好な
ファンダメンタルズに支えられていると
評価しています。国内においては、東証
が資本コストや株価を意識した経営を上
場企業に要請してから１年以上が経過し、
様々な企業において中期経営計画の進捗
報告や新規策定などが進む中で、収益率
やガバナンスなどの改善計画が発表され、
投資機会の一つとして捉えています。こ
うした想定の下、生成ＡＩ等への活用で
業績拡大期待が一層高まる半導体関連産
業、省力化や効率化の観点で底堅い需要
が期待されるデジタル化関連産業などの
構造的な成長産業に着目しつつ、個別企
業の競争力や構造改革等の変化にも焦点
を当て、中長期の業績成長性の観点から
企業価値の向上が期待される企業を精査
しポートフォリオを構築していきます。

三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン
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三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン

2023年６月21日～2024年６月20日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料は、このファンドが組み入れてい
る親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド
に対応するものです。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 242 1.703 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (120) (0.846) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (109) (0.769) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) ( 12) (0.088) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 4  0.030  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (  4) (0.030) 

合　　計 246  1.733  

期中の平均基準価額は、14,209円です。

三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン
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三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.70％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。
（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比

率とは異なります。

運用管理費用（受託会社）
0.09％

その他費用
－％

運用管理費用（販売会社）
0.77％

運用管理費用（投信会社）
0.84％

総経費率
1.70％

三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン
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三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン

○売買及び取引の状況 (2023年６月21日～2024年６月20日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザーファンド 187,886 692,694 263,948 1,018,691 

 
 
 

○株式売買比率 (2023年６月21日～2024年６月20日) 

 

項 目 
当 期 

三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 21,440,132千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 47,520,835千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.45   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年６月21日～2024年６月20日) 

 

＜三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 9,865 2,064 20.9 11,574 1,350 11.7 

平均保有割合 20.1%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

 

＜三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 － － 2,506 

   

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 

利害関係人の発行する有価証券等 
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三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 2,893千円 
うち利害関係人への支払額（B） 529千円 

（B）／（A） 18.3％   
 
（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2024年６月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザーファンド 2,571,186 2,495,124 10,649,442 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2024年６月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザーファンド 10,649,442 96.9 

コール・ローン等、その他 337,718 3.1 

投資信託財産総額 10,987,160 100.0 
 
 
 

 

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年６月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 10,987,160,857   

 コール・ローン等 133,613,826   

 三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザーファンド(評価額) 10,649,442,137   

 未収入金 204,104,662   

 未収利息 232   

(B) 負債 310,202,744   

 未払収益分配金 205,067,259   

 未払解約金 16,131,922   

 未払信託報酬 89,003,563   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 10,676,958,113   

 元本 6,835,575,322   

 次期繰越損益金 3,841,382,791   

(D) 受益権総口数 6,835,575,322口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 15,620円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 6,787,795,497円 

期中追加設定元本額 1,066,263,327円 

期中一部解約元本額 1,018,483,502円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.5620円です。 

 

○損益の状況 (2023年６月21日～2024年６月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 10,589   

 受取利息 16,785   

 その他収益金 6,135   

 支払利息 △       12,331   

(B) 有価証券売買損益 1,831,692,429   

 売買益 1,934,008,527   

 売買損 △  102,316,098   

(C) 信託報酬等 △  166,390,203   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,665,312,815   

(E) 前期繰越損益金 1,860,418,323   

(F) 追加信託差損益金 520,718,912   

 (配当等相当額) (  2,003,766,341)  

 (売買損益相当額) (△1,483,047,429)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 4,046,450,050   

(H) 収益分配金 △  205,067,259   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 3,841,382,791   

 追加信託差損益金 520,718,912   

 (配当等相当額) (  2,004,462,000)  

 (売買損益相当額) (△1,483,743,088)  

 分配準備積立金 3,320,663,879   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2023年６月21日～ 
2024年６月20日 

費用控除後の配当等収益額 146,120,577円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 1,519,192,238円 

収益調整金額 2,004,462,000円 

分配準備積立金額 1,860,418,323円 

当ファンドの分配対象収益額 5,530,193,138円 

１万口当たり収益分配対象額 8,090円 

１万口当たり分配金額 300円 

収益分配金金額 205,067,259円 
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三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 300円 
 
・ 分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・ 分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・ 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 

＊三菱ＵＦＪアセットマネジメントでは本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱

い販売会社にお問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

①新ＮＩＳＡ（成長投資枠）の要件対応のため、デリバティブ取引にかかる投資制限について記載整備を行い、信託約款に所要の変更を行い

ました。 

（2023年９月20日） 

②委託会社の商号変更に対応するため、信託約款に所要の変更を行いました。 

 2023年10月１日より商号を三菱ＵＦＪアセットマネジメント株式会社に変更しました。 

（2023年10月１日） 

③ベンチマークについて「配当込み指数」とすることを明示、併せて指数名称の記載整備を行うため、信託約款に所要の変更を行いました。 

 旧指数：東証株価指数（ＴＯＰＩＸ） 

 新指数：東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み） 

（2023年11月30日） 
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